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学位規則第 5 条第 2 項該当

学位論文題目 超硬合金用原料粉末としてのwc 粉の製造方法に関する研究
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論文内容の要旨

第4 周期第珊族の Fe ， Co およびNi はWの炭化反応を促進する効果があるので，超硬合金の結合相

として常用される Co を促進剤として採用すれば， W0 3 と無定形炭素の混合粉から直接にWC を生成

する可能性がある。

本研究では (W0 3 +C+C03 0 4 )の混合粉から，超硬合金の原料粉に適したWC を製造する方法を

樹立するとともに，炭化反応に及ぼすCoの効果およびWCの生成機構を解明している。またWCの粒

度を調整するために，原料粉と生成粉との関係を追求している。本論文の結果を要約すると次のよう

になる。

第 l 章では， (W0 3 +C+C0 3 0 4 ) の混合粉を H 2 中で加熱することにより，低温の900"Cから 1000"C

の範囲でWC が生成されることを確認した。またその間 Co は触媒的に作用するために，脱炭反応、と

浸炭反応が加速され，生成粉末中の炭素含有量が不安定になることを明らかにしている。

第 2 章では，原料粉と生成粉の粒度関係を調べるために， W03 を H 2 で還元する素反応を検討し，

750
0

C 直下の低い還元温度では生成W粉の粒度が原料W0 3 粉の粒度に関係なく，温度に依存した一定

の{直になることを明らかにしている。

第 3 章では ， C0 3 0 4 を添加した W0 3 と C の混合粉を加熱して生成されるWC の粒度は，還元温度

を最適の750
0

C一定とすると，炭化温度が高くなるほど，また添加C0 3 0 4 量が多くなるほど組大化す

ることを明らかにしている。

第 4 章では，反応過程の検討により ， C0 6 W 6 C および、C0 3 W 3 C の複炭化物が800
0

C 前後から生成す

るために， WC が900
0

C 付近で十分に生成することを確認し，従来のW と C の直接反応より低い温度

-410-



でWC が生成される理由を明白にしている。

第 5 章では，本法で生成したWC粉と従来のWC粉を原料として，種々の異なる温度で、WCーCo焼

結合金を作製した結果，適正の焼結温度域では両者の粒度に差異がなく，それ以上焼結温度が高くな

ると，後者は温度の上昇とともに組粒化するが，前者の粒成長は抑制されることを確認している。

論文の審査結果の要旨

WC 基超硬合金の製造には結合相として常にCo が使用される。本論文は， W0 3 を原料粉として

C0 3 0 4 粉およびC粉を加え，水素気流中で還元と炭化の両反応により一挙に (WC+Co) 混合粉を得

ることを試みた研究である。

(W0 3 +C0 3 04+C) の混合粉を加熱すると，まず400
0

C付近から水素還元により Co ;.f<)ì が生成され

る。 700~7500C では同じく水素還元によりW粉が生成され，原料粉W0 3 の粒度に関係なく，生成W粉

の粒度は処理温度に依存する。さらに高温の900~ lOOOoC では (WC+Co) の混合粉が生成されるこ

とを確め，有利な工業的生産に成功している。

WC粉がlOOOOC 直下のきわめて低い温度で形成されるのは， 750
0

C 付近から形成された C06W 6 C が，

昇温過程中C0 3W 3 C を経て，約900
0

C でWC と Co となり，自触反応により反応が促進されるためであ

ることを立証している。

本法ではC0 3 0 4 の添加により WC生成の温度が低下し，反応時間が短縮されるため，粒度分布の狭

い良質のWC粉が得られることを焼結実験で確めている。

以上の成果はWC基超硬合金の製造に貢献するところが大であり，工業的な価値が高い。また本法

の原理は学術的に高く評価されている。したがって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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